
代 表　猪狩　秀男
☎ 090－1064－0616

楢葉町社会福祉協議会　渡邉
☎ 0240－25－4157
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平成27年から、いわきの仮設住宅内で
始まった「もろもろ塾」も、今年で４年目
になりました。
今年度から全ての事業が楢葉町内となり
新しいメンバーも増え、そば打ち、木工細
工、キノコ栽培などなど…毎月わいわい楽
しく活動しています。

～ 私たち、もろもろ塾です ～

■５月17日㈭10：00～14：00　
サロンふらっとにてそば打ちを行います。
どなたでも参加できます。初心者大歓迎
です。皆さまのお越しをお待ちしています。

そば打ち　500円　別途昼食代　300円
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収　　入 支　　出

収入総額
203,598,000円

支出総額
203,598,000円

共同募金配分金事業支出
1,052,000円（0.5％）

貸付事業貸付金支出
3,000,000円（1.5％）

退職共済預け金支出
8,407,000円（4.1％）

事業費支出
18,979,000円
（9.3％）

事務費支出
21,306,000円
（10.5％）

人件費支出150,103,000円
（73.7％）
人件費支出150,103,000円
（73.7％）
人件費支出150,103,000円
（73.7％）

固定資産取得支出
751,000円（0.4％）

雑収入・利息収入
501,000円（0.2％）

介護保険事業収入
56,380,000円
（27.7％）

貸付事業償還金収入
400,000円（0.2％）

補助金収入
48,880,000円
（24％）

補助金収入
48,880,000円
（24％）

補助金収入
48,880,000円
（24％）

受託金収入
87,372,000円
（43％）

受託金収入
87,372,000円
（43％）

受託金収入
87,372,000円
（43％）

前年度繰越金
4,560,000円（2.2％）

事業収入
450,000円（0.2％）

寄附金収入
1,500,000円（0.7％）

積立資産取崩収入
2,750,000円（1.4％）

障害福祉サービス事業収入
805,000円（0.4％）

事　　　　　業
平成30年度 楢葉町社会福祉協議会 事業計画・予算

予　　　　　算

１．組織・運営体制の整備充実
２．町民の生活支援

１　福祉に関する総合相談対応　２　各種福祉サービスの利用対応　３　介護予防事業の推進・充実
４　生活支援相談員の配置 

３．企画・調査・研究活動の推進
４．地域福祉事業の推進

１　地域福祉の担い手の養成　２　小地域福祉活動の推進　３　安心・安全な地域づくり
４　総合相談事業の体制強化　５　日常生活自立支援事業の実施

５．町受託事業の推進
１　地域包括支援センターの運営　２　在宅福祉サービス事業　３　保健福祉会館の管理運営・利用促進
４　児童館の運営　５　やまゆり荘の管理・運営

６．介護保険事業並びに障がい者福祉サービス事業の運営強化
１　介護保険事業所（居宅介護支援・訪問介護・通所介護）の運営
２　障がい者福祉サービス（居宅介護）

７．福祉ネットワークの構築
地域福祉活動の推進
町住民福祉課との連携／福祉関係専門機関・医療機関との連絡調整の強化／各福祉団体との連携／
地域住民並びに行政区との連携

８．ボランティア活動の活性化
ボランティアセンター機能の充実・事業の実施／ボランティア体験活動・福祉教育の推進

９．広報・情報提供体制の充実強化　社協広報紙「はぴねす」の発行（年６回）／ホームページの運営
10．低所得者への支援

高額医療費／生活援助資金／福島県社会福祉協議会生活福祉資金（受託事業）の貸付事業
11．福祉団体の育成・ 運営支援

民生児童委員協議会・老人クラブ連合会・身体障がい者福祉協会・赤十字奉仕団・手をつなぐ親の会・
遺族会の各団体の事務局・ボランティア団体及び母子寡婦福祉会への協力

12．総合的な福祉相談活動の推進　地域包括支援センターの運営（受託事業）
13．日本赤十字社事業の推進　日本赤十字社 楢葉町分区事業の推進
14．共同募金会事業の推進　共同募金会 楢葉町共同募金委員会事業の推進

❷



　平成30年４月より、楢葉町を活動拠点とした「楢葉町地域包括ケアシステム」構
築に向けた取り組みをさらに進め、楢葉町社会福祉協議会の基本理念である「お互い
が支えあい、気遣いあい、安心して住み続けられるまちづくり」を目指し、新体制
で下記業務を実施してまいります。

①総合相談・支援業務
②権利擁護業務
③包括的・継続的ケアマネジメント
④介護予防支援・介護予防ケアマネジメント
⑤地域包括ケアシステム構築に向けた事業

楢葉町地域包括支援センターが新体制！
from 楢葉町地域包括支援センター

楢葉町地域包括支援センター
　TEL 0240－25－4155

高齢者・障がい者の
総 合 相 談 窓 口

センター長・保健師
磐　城　美　樹

認知症地域支援推進員
江　尻　しのぶ

社会福祉士
渡　邊　正　道

日々のストレッチで
しなやかな
心と体づくりを
目指します！

皆さんとの
つながりで
毎日楽しく

元気に頑張れます！

はじめまして
新メンバーです！
お気軽に声をかけて
いただけると
嬉しいです。

私たちがサポートします！

　それぞれのいわき市内で行われた百歳賀寿贈呈式において、福島県と
楢葉町からのお祝いに続き、楢葉町社会福祉協議会と楢葉町老人クラブ
連合会よりお祝い金を贈呈いたしました。

3月に町内のおふたりがお元気に
満100歳を迎えられました

青木　マツ さん（山田岡） 田處ウメ子 さん（上井出）

大正7年

3月5日
生まれ

大正7年

3月15日
生まれ

楽しいことが
好きです

なんでも
おいしく

いただきます

祝百寿

お気軽に
ご相談下さい。
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青少年
赤十字

国際活動

医療事業

血液事業
赤十字
ボランティア

社会福祉

看護師
等育成災害救護

活動

救急法等
普及

赤十字は皆さまの
ご支援（寄付）が必要です

全国民生委員児童委員連合会からのお知らせ
平成30年度「民生委員・児童委員の日 活動強化週間」について

（人道）活動を続けるために
活動資金のご協力を
お願いいたします

いのちを救う

　赤十字の活動は、皆様のご寄付に支えられ
ています。
　かけがえのない命を守り続けていくために、
活動資金へのご協力をお願いいたします。

赤十字活動資金に
ご協力をお願いします。

全国民生委員児童委員連合会では、毎年５月12日を「民生委員・児童委員の
日」またこの日から１週間を「活動強化週間」と定めています。
民生委員・児童委員について、より多
くの人びとに知ってもらえるよう、全国
各地においてパレードや街頭でのPR活動
をはじめ、さまざまな広報活動が展開さ
れます。

本年度の実施期間　５月12日㈯～18日㈮
楢葉町民生児童委員協議会では21名の
委員が「活動強化週間」に合わせ、友愛
訪問活動に取組みます。

「民生委員・児童委員の日」とは
民生委員制度は、大正6（1917）年、岡山県で創設された「済世顧問制度」を源としています。この

済世顧問の設置に関する規程が交付されたのが同年5月12日であることから、この日を「民生委員・
児童委員の日」としているものです。
民生委員・児童委員について、より多くの人びとに知ってもらうこと、また民生委員・児童委員の

意識を高めることを目的としています。
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［福島県老人クラブ連合会　福島民報社］

昭和43年に結婚し、金婚50年を迎えた夫婦。
また前回までに手続きをしていなかった
金婚夫婦。（自己申告です）

●申込締切：平成30年７月10日㈫
●申込方法
該当になるご夫妻は、下記へ申込み願います。
（電話での申込みも可能です）

●表彰伝達
平成30年９月の町敬老会席上で表彰いたします。

●問い合わせ先
楢葉町大字北田字鐘突堂5-5
楢葉町老人クラブ連合会事務局　担当／山田
（☎ 0240－25－4157）

しあわせ金婚夫婦表彰
心配ごと、なやみごとは

楢葉町心配ごと相談所へ

開所時間：13：00～16：00
場　　所：楢葉町保健福祉会館

２階　小集会室

開所日

５月
６月
７月

22日
12日・26日
10日・24日

毎月第２・４火曜日開所（祝日をのぞく）
※予約不要・秘密厳守

善意のご寄付ありがとうございました（平成30年3月1日～3月31日）

地区摘　　　要氏　　　名
松本　兼康 様
上荒川仮設住宅自治会 様
渡邉　　進 様
長野市立長沼小学校児童会 様

故 松本スミ様御遺志金
篤 志
故 渡邉ヒサヱ様御遺志金
篤 志

上繁岡
いわき市
下小塙
長野県

長野市長沼小学校PTA 様
八島　洋子 様
青木　五雄 様

篤 志
篤 志
故 青木　一様御遺志金

長野県
千葉県
大　谷

地区摘　　　要氏　　　名

　楢葉町社会福祉協議会では、楢葉町の指定管理者の指名を受け、楢葉町
保健福祉会館の利用管理を行っております。
　福祉会館のご利用については社会福祉協議会（電話 0240-25-4157）へ
お問い合わせ願います。
※条例により土曜日、日曜日、国民の祝日及び12月29日～１月３日は休館となります。
※平成30年４月１日より、ご利用の内容により利用料をご負担いただく場合があります。

※利用時間　午前９時から午後５時
　（機能訓練室のみ午後３時30分以降）
※午後５時を超えて会館の施設等を利
用する場合は、区分ごとの利用料に
250円を加えた額。
※他町村の方が利用する場合は、区分
ごとの利用料の50％増。ただし、午
後５時を超えた場合は、250円を加
えた額の50％増。

楢葉町保健福祉会館の利用について

１時間あたり（単位：円）区　　　　　分
楢葉町保健福祉会館利用料

１階

２階

３階

1,000
500
1,000
500
100

大　会　議　室
小　集　会　室
日 　 本 　 間
老　　人　　室
機 能 訓 練 室（１人あたり）
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社会福祉
法　　人 楢葉町社会福祉協議会

デイサービスセンター やまゆり荘
〒979-0513
双葉郡楢葉町大字山田岡字大堤入31-1
通所介護事業／訪問介護事業
居宅介護事業／総合事業
電話 0240－25－1077
FAX 0240－25－1078
Mail:yamayuri@orion.ocn.ne.jp

サロンふらっと
〒979-0604
双葉郡楢葉町大字北田字中満296-1
（あおぞらこども園　子育て支援センター内）
電話 0240－23－6227
FAX 0240－23－6228

楢葉町保健福祉会館　　〒979-0604 双葉郡楢葉町大字北田字鐘突堂5-5
▶１階
事務局・ボランティアセンター
電話 0240－25－4157
FAX 0240－25－4620
Mail:narahashakyo@oboe.ocn.ne.jp

▶２階
生活支援相談室
電話 0240－25－4157
FAX 0240－25－4620
Mail:qqtq5hb9k@vesta.ocn.ne.jp

▶３階
地域包括支援センター
電話 0240－25－4155
FAX 0240－25－4156
Mail:naraha-houkatsu@car.ocn.ne.jp

居宅介護支援事業所
電話 0240－25－4155
FAX 0240－25－4156
Mail:yamayuri@athena.ocn.ne.jp

介護予防事業所
電話 0240－25－4155
FAX 0240－25－4156

職員のうごき
■退　職　<平成30年3月31日付>
通所介護事業所　管理者 兼 施設次長 兼 看護師　　新妻節子
介護予防事業所　管理者 兼 主任生活相談員　　　　山内富子
地域包括支援センター
　　主任介護支援専門員 兼 主任社会福祉士　　　 小林理恵
地域包括支援センター　社会福祉士　　　　　　　 本郷奈々美
期間満了（嘱託職員）
事務局長　　　　　　　　　　　　　　　松本和也
介護予防事業所　介助員 兼 運転手　　　佐藤　正
居宅介護支援事業所　介護支援専門員　　吉田厚子
生活支援相談員　　根本正德・豊岡恵子・影山祐美子・岩渕由紀恵・渡辺幸恵・石井美保・

芳賀貴裕・松本英樹・島　貴良・鈴木政伸・吉原由美・金田まゆみ
児　　童　　館　　矢内優子・永瀬幹二
期間満了（臨時職員）
サポートセンター　　金子知直子・伊東ケイ子・目黒由香

■採　用　<平成30年4月1日付>
楢葉町地域包括支援センター　社会福祉士　　渡邊正道
通所介護事業所　看護師 兼 介助員　 　　　　馬上友美

４月より、やま
ゆり荘に勤務して
おります馬上です。
これまでの経験を
生かし、頑張りま
す。

仮設住宅の供与期間終了に伴い
会津・いわきのサポートセンター
業務が終了となり、職員に大規模
な異動がありました。
４月から全ての拠点が楢葉町内
になり、職員一同心新たに職務に
励んでおります。
今後ともどうぞよろしくお願い
致します。

事務局長　福井光治
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※この広報紙の発行にあたっては、台湾共同募金配分金を使用させていただいております。


